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はじめ に

　炭素 14年代は、大気中の 炭素 14濃度が過 去か ら現在まで にお い て常 に
一定であっ たとい う仮定の もと、

その初期炭 素 14濃度か ら試料中の 炭素 14濃度まで減少する時…間を炭素 14 の 半減期を 5568 年 として 計

算され るモ デル 年代で ある。実際 には大気中の 炭素 14 濃度は太陽活動 の 変動などの 要 因により変動して

お り、考吉学などの 実際の 年 代を用い て議論を行う必要性がある場合 には モ デ ル 年 代である炭素 14年代

値か ら実際 の 年代値 へ の 変換が必 要となる。そ の ために他の 手法により実年代の わか っ て い る樹木やサ ン

ゴ の 年輪試料および 年稿堆積物 などの 炭素 14 濃度を測 り、実年代と炭素 14年代値との 対応 表を作っ て

お く必要がある。現在で はさまざまな機 関の 測定結果をもとに IntCatO4（Reimer　et　al．（2005））と呼ばれる

較正 曲線が作成され 、広く用い られて い る。 しか し、トル コ の埋 没樹木 に つ い ての 炭素 14濃度の 測定結果

か ら Kromer　et　al．（2001）はある部分では 当時最新の 較正 曲線 INTCAL98 とトル コ の 樹木とで は炭素 14

年 代値にして 30 年ほ どの 系 統的な差異 が認め られるとして い る。日本 産樹木 の 測 定結果 に おい ても

Sakamoto　et　al．（2004）は箱根 埋没 ス ギ の 炭素 14 測 定の 結果か ら西暦 IOO 年か ら 200 年にお い て

INTCAL98 と 30 か ら40 年程度の 差があるとい う見解を示 して い る。
　INTCAL98 および 04較正 曲線の 作成

の ため に用い られて い る測定結果 の ほ とん どが欧米 の 試料 に よるもの であることを考えると日本産樹木の

炭素 14濃度を高精度で測 定し、INTCAL98 および 04との 比 較が望まれ る。

　近年、日本考古学の 精緻な土器編年と土器 に付着した炭化物の 炭素 14 年代測定を組み合わせ ること

によっ て、高精度 の 土器編年体系が作られ つ っ あるが、実年代を得るため の 較正 曲線が欧米 の 樹木 によ

るもの であることに対する批判が根強くある。そ の 批判に答えるため にもやは り日本における地域効果の 有

無を検討することは 強く望まれる。本報告は 日本産樹木年輪試料の 炭素 14 年代測定による日本版とも言
える較正 曲線の 作成も目的とし た分析 の

一
環で ある。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3000

試料と実験

　試料は 長野県飯 田市畑 ノ沢地 区で 見

つ か っ たヒノキ の 埋 没樹 幹を用 い た 。 こ

の 試料 は三 つ の 木 片 に分か れて お り、

年輪年代法により紀元前 193年か ら紀元

前 705年にあたるもの で あることがわか っ

て い る 。
三 つ の 木片 の うち 二 つ は

一
連 の

もの で あるが、残 る
一

つ は それ らとは樹

幹中心 の 反 対側の もの で ある。図 1 に

IntCalO4較正 曲線とともにそれぞれの 木

片の 年代幅を記した。

　試料まず 5年ごとに切 り取っ た 。 5年ご

との 試料か らさらに 300〜500mg 程度を

分取し 、 超純水とともにミキサーに入れ、

細か く粉砕した 。 粉砕 した試 料を（有）光

進理 化学製作所製 自動 AAA 処理装置

（
位

国）
翠
÷

吐

肝
守再
牒
壥

2500

200e

長野県飯 田 市畑ノ 沢 地 区 埋 没樹 幹 （NNIH ）

　 　 　 105 　　　　 51i

　 　G （11） ■
　 　 　 685　63耄

　 　 　 A （88＞■ ■ ■■■■■■■■ ■■巳
　 　 　 　 630 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 193

IntCalO4

A

1000BC 　　　　　　　　　　　　　500　BC 　　　　　　　　　　　　　 AD ／BC

　 　 　 　　 　 　 　 較正 年代 （caD

　 図 1 測定試料の 年代幅とlntCalO4較正 曲線
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（Sakamoto　et　al．，2004）にて酸一アル カリー酸 （AAA ）処 理 し、次 い で 塩酸お よび 亜塩素酸溶液を用い た塩素

漂 白により年輪層間で 移 動が起こるとされるリグ ニ ンを除去 した
。 最 後に 175 ％水酸化ナ トリウム溶液を加

え、ヘ ミセ ル ロ ー
ス を分解し白色 の α 一セ ル m 一

ス を石 英ろ紙を用い てろ別した 。
これを超純水にて洗浄し 、

酸あるい はア ル カリを除去した後、110℃ にて乾燥し、二酸化炭素精製処理用の 試料とした。

　得られた α
一セ ル ロ

ー
ス試料を酸化銅とともに石 英ガラス 管 に真 空封入 し、850℃ にて 3 時間加熱 し完全

に燃焼させ た。さらに、燃焼して酸化された気体を真空ライン に導き液体窒 素および冷却エ タノ
ー

ル などの

冷媒を用 い て 二 酸化炭素を分離 精 製し た。得 られた 二 酸化炭素は 鉄粉とともに 水素ガ ス と封入 し、10 時

間 600℃ に て加熱しグラフ ァ イト化し
、
Al製の タ

ーゲッ トホ ル ダー
に充填し

、 加 速器質量分析 （AMS ）用 の 試

料とした 。 AMS 測定は名古

屋 大学年代測定総合研 究セ

ン タータン デ トロ ン 加速器質

量分析計にて 行っ た。

結果と考察

　現在までに木片 A 、 B に つ

い て お お よそ 二 回の 測 定を

終えて い る。 その す べ て の 結

果を図 2 に IntCalO4較正 曲

線 とともに示 す 。 こ れ らの 中

には
一

部測定装置が 不安定

な状態 の 中で測定したもの も

含まれて い る 。 今後再 測定を

繰り返 し、デー
タの 精密化 を

行う予 定で ある。また、複数

回測定したもの に つ い て は

平均値を求 め 、 図 3 に 示 し

た。

　 これ らの 結果 を見ると、細

かな部分で IntCalO4 との 差

が 認 められ るもの の 、お お よ

そ にお い て IntCalO4較正 曲

線と整合 的で あると思われる。

また 、 本報告の 結果 をもとに

較正 年代を算出したしても、

これ まで の 議 論 を転換 せ ね

ばならない ほどの 差 異は生ま

れ な い 。

　 さらに IntCalO4較正 曲線
の 作成に用 い られ た分析 結

果も図 4 に示した。これらの

測 定点数をみ ると今 回報告

した我 々 の 測定 点数の 方 が

あきらか に上 回 っ て い る。そ

れを考えると本報告 の 結果 と

IntCalO4 の ずれ が地 域効果

によるもの か 、 lntCa104 自体

に見直しを要求するもの か 判

断 しがた い 。 今後 、日本産 樹

木 以 外 の 測 定 なども行 い 、

比 較を行 う必 要 があるもの と
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　 図 2 すべ ての 測定結果とIntCalO4較正 曲線
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思われ る。
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14Cmeasurement
 in tree ring  samples  of  the Early  and  Middle  Yayoi periods

               A  bog wood  from Iida, Nagano  Prefecture
(1)

Hiromasa Ozakii, Mineo Imamurai, [Ibshio Nakamura2,  Takumi Mitsutani3

   
iNational

 Museum  ofJapanese  History, 
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2Center

 fbr Choronogical Research, Nagoya University

   
3National

 Research Institute fbr Cultural Properties, Nara

   Since radiocarbon  age  is a hypothetical age  based en  assumed  model,  conversion  to real  age  (calendar
age)  are  required  fbr practical dating. The dataset used  fbr conversion  to real  age  from radiocarben  age  has
been constructed  by intemational consonium  and  is called  INTCAL  calibration  curve.  Most  parts of

radiocarbon  calibration  dataset have been constructed  by measuring  
i4C

 concentration  in

dendrochronologically dated tree-ring samples  from woods  in Europe and  North  America. Regional i4C

offsets  from INTCAL  have been frequently argued  based on  the some  systematic  difference fbund in samples
from different regions.

   In Japanese archeology,  detailed chronology  based on  pottery typology has been established,  So a

resolution  in a few tens of  years is required  fbr any  chronologies  to be fu11y developed. In order  to provide
high-resolution age  required,  it is important to investigate local effect  in i4C  concentration  in Japan.

   The wood  sample  used  in this study  was  a  bog wood  of  Japanese cypress  fbund at  Iida, Nagano

Prefecture. It included tree-rings of  705 BC  to 193 BC  which  was  dendro-chronologically dated. The  sample

was  cut  into 5 years tree-ring specimens.  A}pha-celluloses were  extracted  by AAA  treatments, and  bleaching
with  chlorine,  and  assayed  into graphite targets. AMS  measurements  were  perfbrmed at Nagoya  University.

   The  results  obtained  by our  work  indicate that  the difference in radiocarbon  age  from lntCal04 is

negligible  in the range  studied.  Howeveg  we  fbund a significant  disagreement of  about  50 
i4C

 years peaking
at around  370 BC,  where  the calibration  curve  have a steep  declining slope.  The feature fbund in Japanese

wood  samples  from 400 BC  to 3OO BC  is smoother  than the IntCale4 calibration  curve.
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